
















































































床（図 2 －写真 1）に復元石器を装着し（図 2 －写真
2）、乗用トラクター（あるいは人力、畜力）で牽引し
（図 2 －写真 3）、水田での耕起等の作業を実施した（図
2 －写真 4 ～ 8）。
１）実験１



























実験 石器番号 対象 作業 前傾角度 水平角度 主軸角度 作業量 実験日 実験場の状態
実験１
SPH-1 土 耕起 35 度 0 度 水平 0 度 300m 12/10/2014 収穫後の冬季水田
土 耕起 35 度 0 度 水平 0 度 1000m 12/11/2014 収穫後の冬季水田
SPH-2 土 耕起 35 度 10 度 右傾 0 度 300m 12/10/2014 収穫後の冬季水田
土 耕起 35 度 10 度 右傾 0 度 1000m 12/11/2014 収穫後の冬季水田
SPH-3 土 耕起 35 度 0 度 0 度 300m 12/10/2014 収穫後の冬季水田
土 耕起 35 度 0 度 0 度 1000m 12/11/2014 収穫後の冬季水田
SPH-4 土 耕起 35 度 10 度 右傾 0 度 300m 12/10/2014 収穫後の冬季水田
土 耕起 35 度 10 度 右傾 0 度 1000m 12/11/2014 収穫後の冬季水田
実験２ SPH-2 土 耕起 45 度 10 度 右傾 0 度 1000m 1/13/2016 収穫後の冬季水田
実験３
SPH-2 草本・土 雑草のすき取り 10 度 0 度 水平 0 度 350m 5/17/2016 水田休耕地、雑草繁茂
SPH-1 草本・土 雑草のすき取り 10 度 0 度 水平 0 度 1000m 5/18/2016 水田休耕地、雑草繁茂
SPH-4 土 耕起 30 度 0 度 水平 15 度左 500m 5/18/2016 水田休耕地
SPH-5 土 耕起 30 度 0 度 水平 0 度 500m 5/18/2016 水田休耕地
実験４
SPH-01 土 耕起 35 度 0 度 水平 0 度 100m 10/23/2016 湛水状態の水田
土 耕起 10 度 0 度 水平 0 度 300m 10/23/2016 湛水状態の水田




写真 1　実験に使用した犂体 写真 2　石犂装着状況
写真 3　トラクターによる牽引 写真 4　耕起作業（実験 3）
写真 5　耕起によって生じた溝状の痕跡　 写真 6　草本類のすき取り（実験 3）
写真８　灌水した水田での耕起（実験 4）写真７　石床にからみついた草本（実験 3）
して作業を行った（図 2 －写真 6）。この実験におい
て、SPH-2 は約 350m 作業をしたところで、犂部分が
土の中に潜り込んでしまい、その加重によって石犂先
端部が破損し、実験が継続できなくなった。あらため










　2016 年 10 月、中国浙江省浙江省遂昌の水田で行わ
れた。湛水状態の水田において、牛によって犂を牽引

































ムスコープ Z-2（対物倍率 0.7 ～ 5 倍）、マイク




















線状痕がみられる（図 4 －写真 7）。ａ面で顕著である。
方向は、石器主軸と平行方向に生じている。
　剥離痕　刃部に剥離痕が生じている。あまり連続性
はなく、数 mm から 1cm 未満のものが、単独または
数個並ぶ。剥離痕が生じているのはいずれも b 面。位
置は基部側より先端部寄りで大きな剝離痕がみられ






















































いない。SPH-2 と 3 は、先端部に比較的大きな剥離痕
が生じているが、この剥離痕の稜も摩滅により丸みを









ある。点状に発達した光沢面 ｢ △ ｣ は、若干丸みをも



























































































































































（図 5 －写真 3）。一方ｂ面では、先端部及び刃縁に若
干の摩滅痕が認められるが、その他の部分はほとんど
変化していない（図 6 －写真 6）。
ｃ．高倍率観察
　微小光沢面　点状に発達した光沢面 ｢ △ ｣ は、若干
丸みをもち表面はやや明るい。しかし、拡大すると表
面は微細な凸凹に覆われ、光沢面の輪郭も若干不鮮明










































摩滅痕が認められる（図 8 －写真 1）。ｂ面も先端の
刃縁部付近を中心に同様な摩滅痕が認められるが、そ























写真 1　a面先端部の摩滅痕 写真 2　ａ面先端部の摩滅痕
写真 3　ｂ面先端部の摩滅痕・線状痕 写真 4　ｂ面先端部の摩滅痕と微弱な光沢面
写真 5　刃部の摩滅痕 写真 6　ａ面の未変化部分
100μm
図 8　実験 3使用痕分析
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実験石犂の使用痕分析－牽引実験と考古資料との使用痕の比較－　原田　幹
観察スケール等 牽引による耕起（実験 1・2） 考古資料（良渚文化） 一致
肉眼 先端部の摩滅（特徴①） 先端部は比較的シャープ ×
剥離痕、先端に多い 剥離痕、全体に △
単独の線状痕 ( 擦痕 ) － ×
低倍率 摩滅痕 摩滅痕 ( 限定的 ) △
線状痕 ( 摩滅痕にともなう ) 線状痕不明瞭 △
高倍率 微小光沢面（特徴②） 
点状、表面荒れ、やや明るい ( 鈍い )、輪郭やや
不明瞭 
線状痕 ( 溝状 ) 
微小光沢面 ( 特徴① ) 
点状 ( 稀に面的に発達 )、表面なめらか、明るい、
輪郭明瞭 
線状痕 ( 微細 )
×
先端部に荒れた光沢面 ( 特徴② ) ○
線状痕の方向 線状痕は常に主軸 ( 牽引方向 ) に平行し、刃縁に
斜行する場合あり ( 特徴⑤ )
刃縁の線状痕は刃部に平行 ( 特徴⑤ ) △
光沢面等の分布 ａ面：刃部だけでなく器面の広い範囲に使用痕





ない ( 特徴④ )
ｂ面：光沢の分布は刃縁に沿った比較的狭い範囲
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角形石器微痕分析」『東南文化』2013 年第 2 期 南京










その後、2010 年から 2015 年にかけて、社会人学生として
金沢大学大学院後期博士課程で学ぶことになり、中村先生
には主任教官として博士論文執筆を指導していただきまし
た。
　今回取り上げた「石犂」は、最初の中国調査で出会った
石器です。その大きさと特徴的な形態、そしてきいていた
石器の用途とは異なる使用痕にびっくりしたことを覚えて
います。ただし、石犂は除草具だとする私の考えは、先生
にもなかなか認めてもらえず ､実験を含めまだ検証が必要
だとのお言葉をいただいています。今回の論文でそのすべ
てに答えたとはいえませんが、一歩前進したのではないか
と思います。
　最後に、中村先生の今後のますますのご活躍を祈念する
とともに、私たち後進をご指導いただきますようお願い申
し上げます。
金沢大学考古学紀要 39　2018,　45-60.
実験石犂の使用痕分析－牽引実験と考古資料との使用痕の比較－　原田　幹
